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みなきまで周の声をあげましょう！
一轟音一

日本狛白の青晴らしし・文化である武重壬を以って★しとし日本人らしきを耳鼻することを自浄す。
E本に脈々とすまれてきた弟許な文イヒ武主壬その也と能力を鮭承し昇華しえる士（毛ののふ）の甘庇に官員談する。

天且東に愛きれた三召違和一月t好とその見光明鳩な蟄：可の地から
武・上空鼓舞し（世界へ）発骨することにより自え本の弥巣を祈念するとと毛に

沼津有や静周の発展とブランドカの向上に青献する。

乗馬・別報傾
手・裏剣・弓矢　射的有り

飲食ブース出店多数

∩
仁」

司令進行
石原ありみ

（イへントMC、レポーター等　日航多数）

ー日程－

9：00　開園

9：10　主催・来賓各挨拶

国歌斉唱
（事とピアノによる本祭りオリジナル伴奏）

30　祝詞奉納報告祭

00　日陛太鼓（20分）

20　空手道（20分）

40　合気道（20分）

00　柔道（20分）

20　剣術、居合道、抜刀道（50分）

10　放鷹術（約20分）

30　昼休憩・剣術体験（60分）

30　事・ピアノ演奏（30分）

00　奉納報告祭～出陣式（20分）

20　流鏑馬（約60分）

30　乗馬体験（60分）

00　閉園

山田三先宰曲三貴貴家篠．厚千穂
んil宮lHIl身

NHK邦棄技能月面戊会や業。　臆よ帆隠、近藤刷日英にIl日日
流肇Illlの手ほどきをせける。人I18ll、初代近膝松捌獅「以来
、97隼を継ぐ　三代Ilや曲家としてリサイタルを前払　hl蚕試
動を行うと火に、／l部署習日登指導日として、7校持薬、爪l舅
刷りカルチャーセンター、公N即等で．溝価を務め、管曲藤の会
を＝湿し後進の指導にあたっている。また、1．日1石ll川際交流
協会委日として、文化交流に励んでいる。／榊ノ学習目薬指導11
ネソトワーク静岡理仇l静岡県　曲連盟・J一日宮山文化建組協
．適合・血崗工能遵軋他各会H。

音尊家舎轟音早
出日日l作作
チューリソプ付薬教寮l椎の傍ら、ピアニスト、細仙署、
r■盲栗東としてl調軋
川野ツl胡リズム幼稚軋　Hl兄わリズム以西l周、成定こと
も岡〃木リズム、．濫起ことも囲7．日l上かリズムにて、リト
ミソク、ピアノ、持交誹師を務め幼い棄靖削こあたって
いる。′榊Eワ習J’盲嚢指導Llとし、ツ投打登1両のけ薬一高勤
の指削こあたっている。ジャンルを問わず、‘■音楽イベント
を閲鮎し、持薬汁及流動を打っている。

詔沫和】用邸

lHl；l卸州都は、明粉、人lLl昭和の　代，LI L咋l和にわたり、人
■．日．1后両陛卜や1．1族の力々のご利川の機会に恵まれてきた。帖に、

醐代の人■．1■加減脛ト　■．1人后腔トのご抑l‖】敬は、のへJH’ll以
卜にも及び、川崎期の他の御川邸にくらペても最もご利用の蝋雌が
■島かった。これは打砕の地が気賊や嶋】、烏ほや交通など、様々な
Irl】で条件を揃え、愛されてきたことの去れということができる。明
治人l．1のご利用はなかったが、催起り人后はl．Ⅷ打l叶摘－ら雌々ご錯

佃こなり、近隣外地へのお川柳ナの機会も多かった。人11人l．用∴　もともとごl′】身の保益のために造られた御川邸ということ
もあって、■．1人／、即納－らご利用の機会が多く、この他で払一宇や狩猟などに朗しまれることもあった＝佃肌l后は、Ⅳ†和にな
ってからのご即日も多く、宮地におIll掛けになった。昭月l人■．1は、西閑居邸ができる以Il純一らの川村郎ござ肘lを合め、朗l・
■．1人／’判寺の長川ご細れ・が多く、附し群卜のIllでは根も長いご抑l‖ほ生となっている。ご幼少のころからl州Iの鋸やl’l黙、ま

た地元†11亡に親しまれる機会も多かった。また、香l少．垢には、ごもー．娘在後の子J西を始め、偲い川溌い場所である。ノ〉l人●；l
は、政問′l沼や戦後の復興期のご利川が多く、狩野川での煙火入会も†■す度かこ乾になるなど、l】納外地へのお山脚ナや、隣地
の′学習院源永場へのご訊けlの機会も多かった。■．UJ搾トは，ご絨婚権l用もないころ、ご幼少時の■．1人√殿トご1■■州tでのご沼汀l
のはか、御川邸励」＿紐にも六㌧1作トとご　ヰ差に打砕にお－1ち寄りになられた。このほかの■▲l族の人々も便々ご利用があり、文
化的な17llでのIJ吊が囲られるなど、l相川l尺がせけた出止＝ま．．1り知れないものがある。

閑暇
本庄，衝立等　　　　　l悦前の卓t醇正Jl

には山肌美臓′声瀞J作の
位の冊l足られる

沼三重翁】用邸と氏神「棚原神社・大朝字l社」
相原帥柑まlH郷祉（一他人に渡里：敬ざれる社梢）であり目視柚村地lズ（現在の御＝塵を合むl＿香l■トト香1■い我人道）の総践】’です。

、】（安中期の「延肋式」に定められたl仙川小堺榊」の小では「人手山の鮒付けを持つ492革lのうちの　つとなり、ミ鳥人社と並ぶ●1．式と血相を．．守る神拙こなります。

ご祭神は、両や梅を■りる人山川見神命（おおやまつみかみ別名：和多．よ人帥）とその場、′lu雄（いわながぴめ）と木花咲耶娠（このはなさくやひめ）の　梢になります。

また、組榊刷の姉妹社といわれる人軌神目のご慧帥は、人Ilぷ命（夫IXl入神）であり、●．1机神を祀る†．一J浄地であるゆえ冨別け噂がこの他に運ばれた要囚の　つであったと推州をしています。

詔三重御用氏Fと「毛ののふ祭り」
前．．JLました槻腺判明は、聞叫時代の」ヒ条氏と武川氏の勒こより事L増一休が飛火したため月上手l地に再建・逓推したと伝わりますっ

Il】相貼l付のIi州謎では、今もト膏l■lにあります「l持場（ぽんば）」という地は、槻‘い人利伸柚こおける帥騨副鵬の城陽であったとの記述がされています（出張．対価紛い）。
本祭りには、その胤のlll興をはじめ、「サムライ（※l一腰を加逓する賞臓が起源の　つとされる）」の楠と道を今に紡ぐ「現代のもののふ」たちが、

加代の■．族所縁の地にて本納演武をするという大義とロマンが秘められております。



倭式騎馬曾（ミ充鏑馬）
濱縞馬（やぶさめ）」とは、馬に集って響けながら三枚の的を射当てる鯖射です。
その昔、潰れ鳥は天下華平、日豪安穏、五穀1積を祈爾する神事として、宮中や神前で行
われ、当った的や矢を掛守護としていただく習わしでした。蕾、武士は艶でも展に集り、弓矢

を自由に櫨つる弓馬術を鎖鎌していましたが、今日、日士人にとって馬も弓矢も違い存在
になりました。そこで、この8本の伝統である弓鳥術を檀興し、濃派にとらわれずに、もっと
身近でできるようにという考えから1嚢式榊鳥●を発足しました。儒式麟ホ書では、欄馬術や
弓馬技術の雪肌馬に搬する（性格、習慣等を学ぶ）こと、漬縞馬行事について理解するこ
と、そして旗縞馬の清武を他行することを目的として活劇しています。当会では弓馬術を♯

射術と呼び、廟射術は購馬術の延よにある武術だと考えてます。又、様々な濃派の弓馬術
やその歴史の研究や陣馬に必書な樗遭■の探責、収集、製作に努めています。そして、未

tt仲の愛鳥として知られるホ■馬や鵬が★北の■爪氏にあすけちれた切に蒙りこな
したと云う両部鳥の血を引く道産鳥などの和■属（当会では「和駒」と呼んでいます）の中
から、蕾の武心を持った日本之馬を見つけ出して▼馬としてのⅥ数を接し、その判例に集

り洩輌馬や馬上武芸を行うことによって、この活勤を広めて絶滅積でもある日ヰ古来の馬
の復興を目指しています。

泉蟄直傍第倍三流（局合さ葺）
鹿島三先抜刀衝
應書神僧正心影流は、書書の通り書圧の武の中心、鹿島神宮から始まり、r鹿上之太刀」と晋
われている。この太刀の始祖は、呵犀嘉人（ク＝ナツノマピト）である。r鹿■の神機」として、r

廉帥洩」と呼ばれ、一時は三十以上の激流を書出した液派の中心的立場にある。剣術浅
瀬の大半は鹿島から始まり、五百年のⅦに多くの流派は淘汰されたが、今日正式には、鹿■
神博直心影漬、腰上新嘗漬、タイ捨漬、♯生新闊濃、示現濱、磨▲神液の六流派l二代凛され
る。鹿島神宮の祭神「武董槌主命（たけづちのみこと）」は、書取神宮の祭神「蟻遭主命（ふっ
ぬしのみこと）」と並び、東征丁主将（劃主将）輪であゥた。r車心影流」という富豪は、濃租松

本備前守が農よで一巻の兵法の巻物を慮り、牡前にあった未の桟を折って木鮎こした由来
による。法定之形に償われる大利がi刀なのは、そのためでもある。農耕伝神の錮陰で、

鹿島大命柵こ祈念し、神妙刑一之太刀を綾かり、神のおかげということで一時はr神性軌と

名付けた。現在、鹿島神宮に事納されている国宝r直刀Jは、8本■大の刀で、鵠祭神の神劉
霊剣の名としても伝えられている。剰聖・刑事と呼ばれた上農伊勢守、男谷傭友、島田虎之

助、榊犀健吉や欝漕舟など立派な人材を♯出している流派です。

石屯塾（含気；モ）
（公財）合気会に所1する道場です。初心寺から、大学合気道の経験寺まで。和気藷々と稽
古しています。あなたも一緒に稽古しませんか。合気道は、槽芝盛平開祖（1883－1969）

机桑朴剣術などたくさんの武術の奥義を極め、苦心博行の結集、作り上げた新しい武道
です。棲芝盛平艶祖は、合気の1頓は和合の積神であるといい、

監「合気とは敵と円い敵を破る術ではない。世界を和合させ人類を一賽たらしめ

る遭であもすなわち、合気道の極王は、おのれを宇宙の動きと綱和させ、お
のれを宇宙そのものと一致させることにある。惰行者は、このことを日常の鍛

練を通して悟るべきである。J

と、臥lておられます。すなわち、合気道では、敵を倒すための接を徽練するのではなく、自分自身の気を稽古によって繰り、自己の心身鍛溝を目標とします。

合気道の動きの基本は円運動で、茎本通りに動けば合理的な動きで怪我をすることもなく、老若男女全ての人が稽古に参加できるのです。

お問い合わせ055－921・5552　合気道石芯塾事顆局　HP；www．∩－aikidorlet

野生塾（王手；葺）
私達が考える”敬天愛人”とは昔からの日本人の美徳である親事行、年轟音を敬う心、
礼節を■んじ、正直に生き、他人や弱いものに優しく、自己に厳しい武士道の心です。
これに”利を見ては鐘を思う，，とは我欲を捨てて地域、社会lこ貢献出来る人を指します。
この二本の柱が私達、静空塾の理念です。

白隠太鼓（申】太鼓）
名前の由来
原は東海道53次の「原宿」という宿場町で、古いお寺が数多くある歴史のある町です。
その一つr松寵寺（しょういんじ）Jというお寺にr白隠禅軌というお僧さんがいました。
～農軌こは　過ぎたるものが　二つある　T士のお山こ　贋の白瞳～

と唄われ地元では「自席さん」と軋しみを込めて呼ばれ、r白幡禅輝」は、300年前の江戸
時代に、血清宗の祖といわれる高僧です。
白幡さんのお名前をいただいて「白曙太鼓」が七生したのが昭和62年。
地元のお祭りを活動の中心に、各社祭典、t己念祭、結軸責暮専々、多書にわたる活動を
行い祭り太厳の育成保存と、次世代を担う書少年の青戌に努めています。

∴∴∴草l
日大三島東式部03台（東三毛）
母校桑1部の発よと後半の権辞書戌を中心に活動をJbしている。
「lI力書用Jr自他共栄」を基本理念とLr桑能く剛を制し、則能く桑を断つ」を暮欄として、

蝉なる醸利至上主♯ではなく、精神鍛積を目的としている。

‘●一二．‾、慶．，ヨ

日本菰鷹協曾（鷹匠・放鷹衝）
飯訪漬放鷹覇第十六代オ師、花見十。
その花見に師事した室伏三書男らにより日ヰ放鷹協会は昭和五八年に設立されました。
現在、日本放鷹協会認定のオ匠たちを中心に、
1伝統文化放鷹技術後継者の青成。
2　放オ技術を活かして希少動物往書類の保耳書成リハビリ等。
3　人と猛■無の歴史、文化の研究。
4　技術や知1モ活かして時代の事情に対応する全ての文化事業。
の四つを柱に活動を行っています。

問合せ先川0法人日本放∬協会事耗居090－8681－8643



本祭りにご賛同いただいた同志の方々です！
ご協力ありがとうございます！

蟄攣禁ちlグループ　⊥エアノこ
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林式会社冷本酒店 RIVER SIDE HOTEL
NUMAZU

斑ヨ琶転藍鵡痍i総洛豊主動！5厨
燻々ぬまつ椎遭壷再会

象近藤薬局

陣メン7¢ニJ

柑監禁HI諾詰金太郎

揮・十【此ツーーjL

表毎男　蔓草流駿河そば覧梵：票愕

＋EE悪蒜芸諒e完靂違戸棚会社柴田設備

スナックシン・シンⅡ〕転・一／田萄貌篭冊．塚仇擬し

圏点鮎澤貿易㈱大橋建築⑳窪田軽量鼠。UR・珊無霊屋HTA馴

株式会社ファーストステージ巨煎蕪リークリニックキヨ1膚七　官記遥遠　▲▲禁禁　書書杜捕瑚晶エ♯株式会社

三悪…ニ‥仲1ヨ巨‥牒1－－－－年ゆ一三エー一郎jニー‥　‥一・

恩巴ヨ⑳鮎望』▽スギタケ看銅版醜畠脚血相脂粉Å…シティ′－ス

翳日義B讐望慧励矧大王棚鬱
甘地新太郎】旭仙（水量富）l KOBUSJJ BRAND

※本祭りは、非営利イベントです。協賛金が開催経費をl二川った場合は、氷川開催へむけた余剰金もしは武遭駁興や健全育成関連への寄付を検討いたします。


